
緑区制50周年記念誌　発刊にあたって

委員長挨拶
　私たちのまち緑区は区制50周年を迎えました。地域の皆様、地元企業の皆
様のご参加をいただき、緑区制50周年記念事業実行委員会を組織し、この記
念すべき年をお祝いするべく、緑区らしい様々な記念事業を進めてきました。
これまでの皆様のご協力に感謝申し上げます。
　この記念誌は区制50周年を祝うとともに、今の緑区の様子、区民の皆様の
想いや、願いを収録するとともに、記念事業を記録し、次の世代へ伝えるべ
く作成しました。この記念誌が皆様の手元にあって、いつまでも懐かしく振
り返っていただけるものとなるよう願っています。

区長挨拶
　令和元年10月1日に緑区は区制50周年を迎えました。
　緑区制50周年記念事業実行委員会では、記念事業のコンセプトやイベント
の内容について検討されてきました。
　キャッチフレーズは「みどり彩り　明日へのつながり」です。これまでの歴
史を築いてきた先人達に敬意を表しつつ、50周年の節目を祝うとともに、将
来を担う次世代につないでいくために、さらに魅力あるまちを目指して新た
な一歩を踏み出していこう、そのような思いが込められています。
　記念事業を通じて築かれた絆を大切にしながら、地域の皆様、地元企業の
皆様と手を携えて、力強く、新たな時代への一歩を踏み出していきたいと考
えています。

緑区長
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　平成29年10月から平成30年1月にかけて、緑区内で開催されたイベントや、緑区役所、緑図書館で区民の
皆さんに「緑区の好きなところ」のアンケートを実施しました。
　その結果、「森」「里山」「浜なし」「野菜」などの回答を多数得られました。
　アンケートの結果を受けて、緑区の魅力や特徴が伝わるようなロゴマークおよびキャッチフレーズを制定
しました。

緑区制50周年記念ロゴマーク

　潤沢な森、里山を喚起させる木々と、田んぼを中心に、浜なしを収
穫物として喚起させます。
　木々の緑の丸は多様な人々も表現しており、畑と緑、月の様な太陽
の様な浜なし。様々な丸の配置に多様性が表されています。

緑区制50周年記念
ロゴマークおよびキャッチフレーズ

緑区制50周年を記念し、ロゴマークおよびキャッチフレーズを制定しました。

　区制50周年を迎えるにあたり、これまで築き上げられた緑区の豊かな自然や農の営み、活き活きとした
日々の暮らし、そして培われてきた地域の絆といった『彩り』を、緑区の明日を担う次世代に繋いでいこうと
いう意味を込めました。
　より多くの方に愛されるキャッチフレーズになるよう、言葉の流れも意識しました。

キャッチフレーズ みどり彩
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ロゴマークおよびキャッチフレーズに込められた願い

ロゴマークおよびキャッチフレーズの制定まで
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